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■地域活動■ まちあるき　建物散策

所在地：茨木市元町 4-3
最寄駅：阪急茨木市駅下車 徒歩約 10 分
　　　　JR 茨木駅下車 徒歩約 15 分
茨木神社社務所にて問合わせできる。
見学は自由（団体で訪れる際には社務所に一言どうぞ）。
TEL：072-622-2346　FAX：072-624-5474

　平成19年9月22日土曜日、いつもは7月14
日の夏祭りで見られる太鼓の山車が境内を
練り歩いている。その日、境内の奥に佇む「奥
宮」とも呼ばれる天石門別神社御鎮座千二百
年記念祭が執り行われた。時ならぬ夏祭りは
記念祭を盛上げるパフォーマンスなのであ
る。以前、茨木神社の東門について拙稿を書
かせて戴いた事があるが、今回は同じ境内の
奥の方にひっそりと、だが威風堂 と々して建っ
ている社殿・天石門別神社である。
　茨木神社由緒書きに拠れば、「大同2年

（807年）坂上田村麻呂が荊切の里をつくり
しとき、天石門別神社が鎮座された」とあり、
また延喜式にも「官幣社」として天石門別神
社の名前が見られる。「茨木神社」の現在の
本殿が建設されるまでは、この天石門別神社
が所謂「茨木神社」の本殿であり氏神様その
ものであった。織田信長の神社仏閣焼き討ち

令が発布され高槻城主高山右近によって焼
かれる処であったが、牛頭天皇（素盞鳴大神）
を祀る社であるとしてその災厄から免れたと
されており、元和8年（1622年）現在の本殿が
創建されてからは、その後ろに控えて氏子の
安寧を見守ってきた経緯がある。
　現在の社殿は昭和49年（1974年）に建替
えられた新しい社殿で、銅板葺・神明造り。屋
根からは垂直に切り落とされた千木が伸び、
屋根の両端に2本の鰹木が載る。一見、神明
造りにも似た意匠であるが、棟持ち柱は無く、
平入りとはせずに妻入りとなっており、神明
造りと大社造りが混ざり合った形態の意匠と
なっている。建替えられる前の社殿は3つの
社殿が並んで建っており、本殿が春日造り、左
右の2社が流れ造りであったとされている。現
存していれば全く異なる趣の境内が茨木の
街を見守っていた事になる。　　（神保 勲）

交野市文化財事業団に申し込めば、春と秋の一般公開
の折見学可能（限定 20 人・無料）。
注意：使用中の住居であるため、建物内撮影禁止。
参考：交野市役所 HP・各種 HP・教育委員会資料

　江戸時代の庄屋の家で、11 代前の久
左衛門平精が宝永 2 年（1705）に建築
した。代々寺村庄屋を受け継いだ家系
で、記録によれば「五代孫秀隆は南伊勢
五郡の領主であったが、織田信長に敗れ
この地に住み着いた。」とある。山添家
母屋は南向きで、入母屋造り、茅葺屋根、
整形四間取り形式に建てている。田の字
型様式はこの地方の特徴である。入口は
土間中央からとなっている。そこから南
面を東に向かって、上り框、口の間、座
敷、角屋（奥座敷）と並んでいる。中央
より北側の部屋は生活のスペースで、納
戸、ダイドコ（主人用食堂）、小部屋（寝
室）3 つとなっている。西側土間より座
敷側は板の間上り框で仕切られている。
西側土間のスペースはほぼ 4 部屋分が
作業用土間である。近隣には天
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あり、甘い米（良米）がよく取れる地域
で、雨天には土間で農作業を行なったら
しい。ヘッツイさん（かまど）が土間に
3 つある。土間は作業場、炊事場、牛小
屋を簡単な仕切りで兼用していたようで
ある。土間上階は男衆の部屋である。屋
根は棟に瓦を使い、壁は小
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仕上げによ
る真壁仕上げである。北側下屋は瓦葺き
であるが、後年瓦にしたものか、当初か
らなのか定かではない。山添家母屋は国
指定重要文化財になっている。典型的な
農家形住居で華美な装飾は一切見られな
い。小高い山の裾野にある寺村の中央に
位置しており、比較的道が狭く敷地周囲
には塀や垣があり、外部からは見ること
ができない。山添家付近は大きな農家が
多く里山の原型のような田園風景が見ら
れる。　　　　　　　　　（上髙原優生）
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